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「優しさ」「思いやり」を育てる 

 

 

 

次年度に向けて 

 活動内容やプログラムの「見える化」を行い、保護者様に分かりやすく活動の様子、成果などを発信していきます。 

 集団療育、個別療育を強化していきます。 

 専門性を学ぶためにも研修会に積極的に参加していきます。また、研修参加への体制づくりも行っていきます。 

体幹を鍛えるプログラム強化のため、ヨガやコアキッズ体操を取り入れまし

た。コアキッズ体操とは、子供が身に着けるべき運動の土台作りで、姿勢の保

持や集中力アップに繋がるプログラムです。コアキッズ体操研修を受けた職

員が中心となり主に小学部集団療育で行っていますが、長期休暇時には中学

部、高等部も行いました。 

新型コロナウイルス感染予防に努めながら、各季節の行事やお楽しみ会を

行いました。室内での活動が主でしたが、初めて行ったスイカ割りは子供たち

に大好評でした。また、のあの杜から近くのひまわり畑までお散歩をしたり

等、コロナ禍でも活動を楽しむ事が出来るよう配慮しました。 

 

小学部、中学部、高等部と様々な学年の児童が同じ空間で過ご

す事で、相手に対する優しさや思いやりが育っています。高等部生

になると自ら小学部生の遊び相手になったり面倒を見たりと成長を

感じる場面が多く見られています。 


